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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・日精協グループ保険の案内について、希望者でパンフレット希望する場合はメールまたは内線等で連絡すること。法人内での申し込み締め切りは6月30日（木）まで。
・6月9日、10日(木、金)第1班職員旅行実施。該当日は職員が少ない為、各自協力しながら業務を行うこと。

・6月10日(金)までに各担当利用者様分のデータベース入力と、該当者の経過録作成を行うこと。

・6月6日(月)、6月7日(火)　17:30～18:30、メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：接遇について(家族・電話対応)　講師：田端　公子　
当日の出欠を各自入力すること。
・6月6日(月)16：00よりプログラム検討会実施。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～6月1日定期訪問実施。訪問前日歯科受診し前歯に4本程仮歯を着用することになったと話している。また、体調不良により頓服薬を服用したことや、満腹になると眩暈があると報告している。
・我満　奈津紀様～訪問時、部屋を片付けている様子が窺える。体調が戻ってきたと話しており、先月娘様が暴れることがあったが今はなく、仕事も順調であると話している。禁止なのはわかっているがペットが欲しいと話しており、処罰の可能性がある為自重するよう伝えている。娘様のデイケア利用に関しては学校の卒業を優先にするよう伝えると了承している。
・大久保　恒夫様～本人より架電あり、6月2日に受診し担当医に、デイケアまでの坂道を登るのが辛いと相談するとデイケアを辞めても良いと言われたと話している。来月まで様子を見てから決めるよう伝えているとのこと。
・中居　美津子様～座椅子が猫の尿で濡れており、不衛生な様子見られている。ごみも落ちており、火の元に十分気を付けるよう伝えている。福井整形外科を受診し、片足に踏ん張りが利かず、違和感があること相談しているとのこと。
・北村　奈美　様～隣人の外での立ち話が気になると電話での相談あり。家にいる時間を減らす為デイケアに行くよう伝えると、苦手意識のある特定利用者がデイケアにいることを、他利用者から聞き行きたくないと話している。隣人に対し苦情を言うこと考えていると話しており、実際に行う時のリスクを考えてから行動に移すよう伝えている。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～6月1日(水)訪問実施。数年前に書いた安楽死を希望する内容が記されていた手紙についてグループホーム世話人に見せている。心配事に関して「自分に集ってくる人がいる、自分のお金がグループホームで盗られた」「貧血がある」「忘れる事が多く認知症である」との訴えあり、集ってくる人と金銭でのやり取りをしないこと、金銭の盗難について自身で使ったかもしれないと話しており、気が付いたら確認すること、小遣い帳を作ること伝えている。6月10日に八戸赤十字病院整形外科受診予定。

・古舘　ヨリ　様～6月3日(金)八戸赤十字病院受診。血糖値安定しているとのこと。時折服薬や自己注射の際に手順の間違いが見られている。
・中村　茂　様　～担当医より現状維持が出来ていると言われているが、「グループホームの生活が難しい」と話しているとのこと。妹様は別のグループホームを検討したいと話しており、担当医より許可が出ている為、今後新しいグループホームを探していく。
・田名部　浩平様～6月1日(水)よりグループホーム「あおみ」へ入居となっている。食事発注の確認を世話人と行っているとのこと。本人や他同居者共に変化なく穏やかに過ごしているとのこと。
・坂本　健治　様～「ワークショップ柿の木苑」の利用日を増やしたいと話しており、担当医より許可が出た為、利用日が月・水・金となっている。水曜日は本人の希望により午前中のみの利用となっている。それに伴いデイケアの利用日が火・木となっている。
＜青陽館利用者様情報＞

・松倉　健一　様～八戸赤十字病院へ通院しておらず、内服も出来ていないと報告していたと外来より情報提供があり、本人に詳細を確認している。通院は薬が切れて1ヶ月行っていないと話しており、家族には伝えていないと話している。最後の受診時、担当医とは別の医師に診察を受け、その時に次回の予約の話がなかった為、受診せずにいたと話しており、自立支援の更新の際に受診すればいいと思っていたとのこと。本人は内服せずに1ヶ月経ち「気が楽になった、体調は変わらない」と話しているが、会話中、滑舌悪く早口で話すことが見られている。スタッフから、八戸赤十字病院への通院が辛いのであれば、当院へ転院することも可能であることを伝えると「今までのやり方が楽だから変えない」と答えている。帰宅後、家族に通院できていないことや次回の通院について話し合うよう伝えると「わかりました」と答えている。
・坂本　健治　様～青明舎より情報提供がある。本人より就労継続支援B型「ワーク柿の木苑」の利用日を増やしたいとの希望があり、今までの月曜と金曜の利用から、月曜、水曜、金曜の利用に変更になるとのこと。水曜日は午前中のみの仕事から開始し、今後本人の状態や希望に応じて時間の増加を検討していくとの情報提供がある。デイケア来所時には仕事や生活状況を確認し、関係機関と情報共有しながら、継続して仕事を行えるよう関わっていく。
・齊藤　良宏　様～本日3回目の体験利用となる。前回まで立ったり座ったり落ち着きない様子や時間を気にする様子が見られていたが、今回、上記様子見られていない。先週青陽館を利用していたことは、｢わからない｣と話している。また、施設内での場所がわからず、迷っていることがある為、声掛けすると｢そうだった｣と困った様子見られている。時折笑顔見られ、ご自身の家での過ごし方を話している。今後のデイナイトケアの利用については、息子様は月曜日を利用したいと考えており、あと数回体験利用をした後に正式に利用するか考えたいとのことで、決まり次第連絡を頂くこととしている。
・板橋　利美　様～来所時、1日の飲用している水分量について、現在食事以外で1日1750ｍｌ飲用していることを話している。適量の水分量はどれくらいか質問を受けた為、食事を入れて1日2.5～3リットルであることを話し、現在の水分量は適量であることを伝えている。夜間の水分量について｢夜はトイレが近く5回行っている。そのため、喉が渇くから、更に2リットル飲んでいる｣と話している。尿量と水分量について聞きたいと話している為、担当医へ相談するよう伝えている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　青木　紀子　様　）

実施日：H28年6月6日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・藤田

検討内容　目標見直し

	氏名
	青木　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	36
	生年月日
	S54.6.29

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定化を図り､安定した生活することが出来る。

	本人希望
	不安を自分で対処できるようになりたい。いずれ一般就労をしたい。

	家族希望
	自立した生活をしてほしい。

	入院歴
	計　3　回　　※全て当院

（①H21.11.2～H22.2.19､②H22.4.29～H22.4.30､③H22.5.5～H22.10.18）

	通所歴
	1回目

· 今回：H22.10.19～現在（週2回/水・金）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣　訪問支援（月1回）

	住居：八戸市内のアパート。3月より交際相手と同じアパートに引っ越し、お互いの部屋を行き来している。

家族状況：保護者は父親で､三戸町在住。以前､父親より暴力を振るわれていたことや､幼少期より施設で過ごし父親と同居した経験がほぼないことから､同居はしていない（本人も､同居することで自分の病状が悪化することを懸念している）。また､癌術後の為､尿管等を装着しており､ヘルパーやデイサービス等を利用しつつ生活。本人は時折実家へ行き父親の様子を見に行っているとのことで､距離感を保つことで安定した家族関係を維持している。

兄･姉は治療に協力的で､本人との関係性も良好。
	家族構成



	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳2級　受給中

＊生活保護　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①不安を感じた際､自分で解決できることは自分で解決することが出来る。
	①不安や困っていることがある時､周囲に相談しながら自分で解決できる。
	①不安や困っていることを職員等へ相談し、対処することができる。
	①不安や困っていることがある際､自分で解決できることは自分で解決し､職員へ伝える。自分で解決出来ない際は､職員等へ相談する。

	②水分摂取量を適量摂ることができ､体重および良好な体調を維持できる。
	②不調・体重増加しないよう､水分摂取量をとりすぎないように気をつけることができる。
	②1日の水分摂取量を把握することができる。上記により不調・体重増加等があった場合､対応について相談することができる。
	②水分摂取量に気をつけて､適量を摂るようにする。摂り過ぎた場合・不調時は職員等へ相談する。職員は､定期的に摂取量･体調を確認し､対応方法を一緒に検討する。

	③就労継続支援B型の利用を継続出来るよう､対人技能や病状管理能力､作業能力等を向上する。
	③自分に必要な課題を把握し､就労支援プログラムへ積極的に参加することができる。
	③自分の能力を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	③就労継続支援B型の利用を継続出来るよう､自身の能力を把握する。職員は､本人のニーズ・状態を確認しつつ､他関係機関と連携して就労支援を行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安や困っていることを職員等へ相談し、対処することができる。
	不安なこと､困っていることがあれば職員へ相談し対応方法について職員と一緒に考えているが、職員へ依存的となることが多い。不安感が強く、相手を変えて相談し、考えをまとめられなくなっている。3月には交際相手と同じアパートの隣りの部屋へ引越している。5月には不審者に付きまとわれることがあり、不安感を強く訴えることがあった。
	不安感が強まると色々な人へ相談するものの、考えをまとめられなくなるため、自身で対応出来る能力の向上も必要である。計画継続とする。

	②1日の水分摂取量を把握することができる。上記により不調・体重増加等があった場合､対応について相談することができる。
	食事について、いなりずしとカップラーメンのように炭水化物摂取量が多くなっており、栄養バランスに問題がある。水分摂取は炭酸飲料やノンアルコールビールの他、チューハイを飲むこともある。飲酒した際には自ら職員や担当医に報告している。担当医からは飲酒による問題が起きても自己責任であることを説明され、職員と相談し、月1回程度、仕事に影響のない土曜日に350mlと決めている。5月体重53.6㎏ BMI23.5
	水分摂取量については達成しているため削除。食事摂取や飲酒についての計画へ変更する。

	③自分の能力を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	平成27年12月より就労継続支援B型「チョコ・クッキー八戸」を週2回(火・木)の利用を開始。平成28年3月からは週3回(火・木・金)となるが、5月頃より男性利用者からセクハラ行為を受けることがあり、施設スタッフに相談し、同じ作業にならないよう配慮してもらうが、6月からは以前と同じ週2回に変更している。仕事には慣れたと話すものの、パソコンでの作業は覚えられず難しいと話している。デイケアでは就労支援プログラムには積極的に参加している。
	就労継続支援B型の利用が継続でき、次へのステップアップができるよう、相談支援事業所｢青明舎｣と連携し支援していく。計画継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①不安を感じた際､自分で解決できることは自分で解決することが出来る。
	①不安や困っていることがある時､周囲に相談しながら自分で解決できる。
	①不安や困っていることを職員等へ相談し、対処することができる。
	①不安や困っていることがある際､自分で解決できることは自分で解決し､職員へ伝える。自分で解決出来ない際は､職員等へ相談し、解決方法を一緒に考え、実行する。

	②食生活では内容や量に気をつけ､体重および良好な体調を維持できる。
	②不調・体重増加しないよう､食事摂取に気をつけることができる。
	②バランスの良い食事内容や量を心がける。不調・体重増加等があった場合､対応について相談することができる。
	②食事摂取の際は内容や量に気をつける。摂り過ぎた場合・不調時は職員等へ相談する。職員は､定期的に摂取量･体調を確認し､対応方法を一緒に検討する。

	③就労継続支援B型の利用を継続出来るよう､対人技能や病状管理能力､作業能力等を向上する。
	③自分に必要な課題を把握し､就労支援プログラムへ積極的に参加することができる。
	③自分の能力を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	③就労継続支援B型の利用が継続出来るよう､自身の能力を把握する。職員は､本人のニーズ・状態を確認しつつ､他関係機関と連携して就労支援を行っていく。


